
サンプル   

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
践
シ
ー
ト 

 

▼
本
資
料
は
、
古
典
教
材
に
即
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
践
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
あ
る
。
当
該
の
教
材
を
授

業
で
扱
う
に
あ
た
り
、
効
果
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
行
え
る
よ
う
な
工
夫
を
盛
り
込
ん
だ
。
本
資
料
の
活
用
を

通
じ
て
、
実
践
的
な
授
業
を
展
開
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
さ
れ
た
い
。 

 

【
教
材
名
】「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
」 

【
課
題
】
１ 

下
に
示
し
た
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
由
来
と
そ
れ
に
関
係
す
る
古
典
作
品
や
伝
説
、
歴
史
上
の
人
物
な
ど
に
つ

い
て
調
べ
、
発
表
し
よ
う
。 

２ 

知
っ
て
い
る
土
地
に
関
係
す
る
古
典
作
品
や
伝
説
、
歴
史
上
の
人
物
な
ど
を
調
べ
よ
う
。 

３ 

課
題
２
を
踏
ま
え
て
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
案
し
よ
う
。 

４ 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
以
外
に
、
そ
の
土
地
に
関
わ
る
古
典
作
品
や
伝
説
、
歴
史
上
の
人
物
な
ど
を
も
と
に
考
案

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
か
、
調
べ
よ
う
。 

 

こ
の
教
材
で
は
調
べ
学
習
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
想
定
し
て
い
る
が
、
一
人
一
人
の
生
徒
に
と
っ
て
、

よ
り
主
体
的
で
活
発
な
学
習
と
す
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
学
習
や
ジ
グ
ソ
ー
法
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。 

 

・
構
成
と
使
い
方 

シ
ー
ト
１
・
２
／
今
に
残
る
古
典
の
名
前
①
／
②
…
実
際
の
課
題
に
入
る
前
に
、
教
科
書
に
紹
介
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
実

際
に
調
べ
た
り
、
確
認
し
た
り
す
る
際
に
使
用
す
る
。 

※
実
際
に
自
分
で
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
の
深
ま
り
や
定
着
が
期
待
で
き
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、
い
ず
れ
か
一
つ

を
選
ん
で
調
べ
る
よ
う
に
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
、
分
担
し
て
調
べ
た
後
に
報
告
し
合
う
よ
う
に
す
れ
ば
、

調
べ
方
や
調
べ
る
内
容
に
広
が
り
も
出
て
、
学
習
効
果
も
高
ま
る
。
こ
こ
で
の
調
査
方
法
と
し
て
は
、
地
図
で
探
す
以
外

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
百
科
事
典
な
ど
を
用
い
る
と
か
な
り
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。 

シ
ー
ト
３
／
課
題
１
…
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
比
較
的
簡
単
に

調
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
由
来
や
関
係
す
る
作
品
・
伝
説
・
人
物
に
つ
い
て
は
、
調
べ
た
こ
と
を
調
査

メ
モ
や
資
料
貼
り
付
け
シ
ー
ト
に
メ
モ
し
た
り
コ
ピ
ー
を
貼
っ
た
り
し
て
記
録
し
、
最
終
的
に
シ
ー
ト
３
に
ま
と
め
る
よ
う

に
す
る
。 

【
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
る
授
業
展
開
】
こ
の
課
題
で
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
活
動
も
効
果
的
で
あ
る
。 

①
ク
ラ
ス
全
体
を
７
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
）
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

を
調
べ
る
か
担
当
を
決
め
る
。（
ク
ラ
ス
の
人
数
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
数
や
人
数
は
調
整
す
る
。） 

②
同
じ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
担
当
し
た
者
ど
う
し
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
）
を
編
成
す
る
。 

③
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
、
担
当
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
協
力
し
て
調
べ
る
。 

④
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
た
内
容
を
報
告
し
合
う
。 

シ
ー
ト
４
／
課
題
２
…
調
べ
た
こ
と
を
調
査
メ
モ
や
資
料
貼
り
付
け
シ
ー
ト
に
記
録
し
、
最
終
的
に
シ
ー
ト
４
に
ま
と
め
る
。

グ
ル
ー
プ
学
習
と
し
て
も
よ
い
。 

シ
ー
ト
５
／
課
題
３
…
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
、
自
由
に
楽
し
く
考
え
さ
せ
た
い
。
調
べ
た
内
容
が
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造
形
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
生
か
せ
て
い
る
か
ど
う
か
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
他
の
人
や
グ
ル
ー
プ

が
考
え
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
な
が
ら
、
工
夫
点
な
ど
を
交
流
し
合
う
。 



サンプル   

 

シ
ー
ト
６
／
課
題
４
…
記
入
例
に
挙
げ
た
菓
子
の
商
品
名
や
通
り
の
名
の
よ
う
な
も
の
以
外
に
も
、
公
園
の
名
、
動
植
物
名
な

ど
、
古
典
に
由
来
し
た
命
名
は
意
外
に
多
い
。
生
徒
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
飲
食
店
な
ど
に
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。 

シ
ー
ト
／
作
業
用
・
調
査
メ
モ
…
図
書
資
料
で
調
べ
た
こ
と
な
ど
を
メ
モ
し
て
お
く
た
め
の
シ
ー
ト
。
課
題
１
・
２
の
調
べ
学
習

な
ど
の
際
に
、
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
使
用
す
る
。 

シ
ー
ト
／
作
業
用
・
資
料
貼
り
付
け
シ
ー
ト
…
資
料
の
コ
ピ
ー
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も

の
な
ど
を
貼
り
付
け
て
お
く
た
め
の
シ
ー
ト
。
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
使
用
す
る
。 

 

※
シ
ー
ト
１
～
６
に
つ
い
て
は
記
入
例
を
示
し
た
。 

 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
① 

 

【
今
に
残
る
古
典
の
名
前
①
】 

教
科
書
（
77
ペ
ー
ジ
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
言
問
橋
」「
業
平
橋
」「
業
平
町
」「
業
平
道
」「
在
原
神
社
」
に
つ
い
て
、
場
所

や
言
い
伝
え
な
ど
を
詳
し
く
調
べ
る
。（
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
。） 

調
べ
た
場
所 

［
地
図
を
模
写
す
る
、
も
し
く
コ
ピ
ー
を
貼
る
な
ど
し
、
該
当
の
場
所
に
印
を
付
け
る
。］ 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
① 

 

【
今
に
残
る
古
典
の
名
前
①
】 

教
科
書
（
77
ペ
ー
ジ
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
言
問
橋
」「
業
平
橋
」「
業
平
町
」「
業
平
道
」「
在
原
神
社
」
に
つ
い
て
、
場
所

や
言
い
伝
え
な
ど
を
詳
し
く
調
べ
る
。（
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
。） 

調
べ
た
場
所 

［
地
図
を
模
写
す
る
、
も
し
く
コ
ピ
ー
を
貼
る
な
ど
し
、
該
当
の
場
所
に
印
を
付
け
る
。］ 

 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

業
平
橋
（
東
京
都
墨
田
区
） 

※国土地理院の電子地形図（タイル）に地名等を追加して掲載 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
② 

 

【
今
に
残
る
古
典
の
名
前
②
】 

［
概
要
・
現
在
の
形
］ 

［
名
称
の
由
来
・
歴
史
な
ど
］ 

［
そ
の
他
］ 

                    

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
② 

 

【
今
に
残
る
古
典
の
名
前
②
】 

［
概
要
・
現
在
の
形
］ 

［
名
称
の
由
来
・
歴
史
な
ど
］ 

［
そ
の
他
］ 

 

・
大
横
川
親
水
公
園
は
、
南
北
が
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
大
規
模
な
公
園
で
、
業
平
橋
は
そ
の
起
点
に
位
置
す
る
。 

川
は
大
部
分
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
大
横
川
親
水
公
園
と
な
っ
た
。 

・
東
京
都
墨
田
区
の
大
横
川
親
水
公
園
に
架
か
る
橋
。
も
と
も
と
墨
田
区
内
を
流
れ
て
い
た
大
横
川
に
架
か
っ
て
い
た
が
、 

が
業
平
塚
を
作
っ
た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

戸
名
所
図
会
』（
七
巻
「
業
平
天
神
社
」）
で
は
、
東
下
り
の
際
、
舟
が
沈
ん
で
業
平
が
溺
死
し
、
そ
れ
を
い
た
ん
で
里
人 

人
が
亡
く
な
り
、
業
平
が
そ
れ
ら
の
人
々
を
弔
っ
た
の
が
業
平
塚
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
江 

は
諸
説
あ
る
。「
南
蔵
院
」
の
サ
イ
ト
に
は
、
東
下
り
の
際
に
、
隅
田
川
で
舟
遊
び
を
し
た
時
、
船
が
転
覆
し
て
多
く
の 

・
業
平
天
神
は
そ
こ
に
業
平
塚
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
業
平
塚
自
体
の
い
わ
れ
に
つ
い
て 

 

ら
れ
て
い
た
。「
南
蔵
院
」
は
、
現
在
は
葛
飾
区
に
移
転
し
て
い
る
。 

・
業
平
天
神
は
、
明
治
初
年
ま
で
中
ノ
郷
八
軒
町
（
現
在
の
浅
草
三
丁
目
の
辺
り
）
に
あ
っ
た
「
南
蔵
院
」
と
い
う
寺
に
祀 

邊
な
る
を
以
て
其
名
と
す
、」（『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

巻
之
二
十
四 

葛
飾
郡
之
五
』
よ
り
） 

「
業
平
橋 

横
川
に
架
す
、
長
七
間
幅
二
間
の
板
橋
な
り
寛
文
二
年
伊
奈
半
十
郎
奉
行
し
て
掛
渡
せ
り
、
業
平
天
神
の
社 

メ
ー
ト
ル
の
板
橋
で
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
に
現
在
の
よ
う
な
鉄
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。 

業
平
塚
の
濫
觴
」）
な
ど
の
話
も
あ
り
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
最
初
の
橋
は
、
長
さ
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
、
五 

る
。
た
だ
し
、
相
撲
取
り
の
成
川
運
平
の
「
成
平
」
に
よ
る
（『
遊
歴
雑
記
』
第
三
編 

巻
の
上 

「
第
十
六 

業
平
橋 

・
橋
が
最
初
に
作
ら
れ
た
の
は
一
六
六
二
年
（
寛
文
二
年
）
で
、
近
く
に
業
平
天
神
が
あ
っ
た
こ
と
が
名
称
の
由
来
と
さ
れ 

 

イ
ツ
リ
ー
駅
」
に
改
称
さ
れ
た
。 

・
「
業
平
橋
」
と
い
う
私
鉄
の
駅
名
も
あ
っ
た
が
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
に
伴
い
、
駅
の
名
が
「
と
う
き
ょ
う
ス
カ 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
③ 

 

【
課
題
１
】 

教
科
書
（
78
ペ
ー
ジ
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、
詳
し
く
調
べ
る
。 

［
名
前
］ 

               

［
モ
デ
ル
と
な
っ
た
作
品
・
伝
説
・
人
物
］ 

          

          

 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

 

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］ 

［
イ
ラ
ス
ト
］ 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
③ 

 

【
課
題
１
】 

教
科
書
（
78
ペ
ー
ジ
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、
詳
し
く
調
べ
る
。 

［
名
前
］ 

              

［
モ
デ
ル
と
な
っ
た
作
品
・
伝
説
・
人
物
］ 

祭
」
か
ら
登
場
。 

・
二
〇
〇
四
年
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１９
回
国
民
文
化 

参
加
す
る
ば
～
い
！
」 

・
一
言
「
県
文
祭
に
行
く
梅
（
ば
い
）
！
見
る
梅
（
ば
い
）
！ 

く
お
か
県
民
文
化
祭
」
の
Ｐ
Ｒ 

趣
味
…
合
唱
、
お
絵
描
き
／
特
徴
…
一
頭
身
／
仕
事
…
「
ふ 

性
別
…
た
ぶ
ん
男
の
子
／
性
格
…
明
る
く
元
気
、
芸
能
好
き 

・
誕
生
日
…
５
月
２７
日
（
ふ
た
ご
座
）
／
年
齢
…
６
歳
／ 

・
太
宰
府
天
満
宮
の
「
飛
梅
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。 

・「
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
」
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。 

を
鎮
め
る
た
め
に
天
満
宮
が
建
立
さ
れ
、
道
真
は
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

・
道
真
の
死
後
、
京
の
都
に
は
異
変
が
相
次
い
だ
た
め
、
人
々
は
道
真
が
恨
み
か
ら
怨
霊
と
な
っ
た
と
考
え
た
。
そ
の
怒
り 

科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

・
道
真
が
流
さ
れ
た
時
の
話
は
「
大
鏡
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、「
東
風
吹
か
ば
…
」
の
歌
と
と
も
に
非
常
に
有
名
。
教 

と
い
う
。
こ
れ
が
「
飛
梅
伝
説
」
で
あ
る
。 

を
忘
る
な
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
。
残
さ
れ
た
梅
の
木
は
主
人
を
慕
い
、
一
夜
の
う
ち
に
京
か
ら
大
宰
府
ま
で
飛
ん
で
き
た 

・
道
真
は
、
京
の
都
を
立
つ
際
、
邸
宅
の
庭
の
梅
の
木
を
見
て
「
東
風
吹
か
ば
に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
あ
る
じ
な
し
と
て
春 

る
も
の
か
、
罪
な
く
し
て
大
宰
府
に
流
さ
れ
、
そ
の
地
で
没
し
た
。 

・
平
安
時
代
の
政
治
家
、
菅
原
道
真
（
八
四
五
―
九
〇
三
）
は
右
大
臣
の
職
に
あ
っ
た
が
、
左
大
臣
の
藤
原
時
平
の
策
略
に
よ 

境
内
の
、
本
殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。 

・
「
飛
梅
伝
説
」
が
モ
デ
ル
。「
飛
梅
」
は
、
福
岡
県
の
太
宰
府
天
満
宮
の
神
木
で
、
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
を
越
す
白
梅
で
あ
る
。 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

飛
梅
丸 

［
イ
ラ
ス
ト
］ 

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］ 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
④ 

 

【
課
題
２
】 

［
調
べ
る
作
品
・
伝
説
・
人
物
］ 

   

                      

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

 

［
関
係
す
る
土
地
］ 

 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
④ 

 

【
課
題
２
】 

［
調
べ
る
作
品
・
伝
説
・
人
物
］ 

   

   

講
義
の
聴
講
や
資
料
の
閲
覧
に
も
快
く
応
じ
る
な
ど
、
多
く
の
人
が
蔵
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。 

・
和
学
講
談
所
の
蔵
書
は
、
貸
し
出
し
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
保
己
一
は
誰
で
も
和
学
講
談
所
へ
の
入
門
を
許
し
、 

・
保
己
一
は
優
れ
た
記
憶
力
を
持
っ
て
い
た
。
一
説
に
は
、
六
万
冊
の
蔵
書
の
内
容
を
全
て
記
憶
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

・
保
己
一
の
活
動
は
、
後
年
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
に
も
影
響
を
与
え
た
。 

・
文
政
四
年
（
一
八
二
一
年
）、
二
月
に
総
検
校
（
検
校
の
最
高
位
）
と
な
り
、
九
月
に
七
十
六
歳
で
没
し
た
。 

所
を
設
立
、
後
進
の
教
育
と
図
書
・
資
料
に
関
す
る
研
究
活
動
を
推
進
し
た
。 

・
『
群
書
類
従
』
編
纂
の
傍
ら
、
三
十
八
歳
の
時
に
検
校
と
な
り
、
四
十
八
歳
の
時
に
は
、
江
戸
の
麹
町
六
番
町
に
和
学
講
談 

編
五
三
〇
巻
）
を
完
成
さ
せ
た
。 

し
編
纂
に
着
手
し
た
。
決
意
か
ら
四
十
一
年
後
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
年
）、
幕
府
の
援
助
も
得
て
、
『
群
書
類
従
』（
正 

・
安
永
八
年
（
一
七
七
九
年
）
三
十
四
歳
の
時
、
日
本
各
地
に
残
る
未
刊
の
図
書
を
叢
書
と
し
て
出
版
刊
行
す
る
こ
と
を
決
意 

・
三
十
歳
の
時
に
雨
富
検
校
の
姓
で
あ
る
塙
の
姓
を
名
乗
り
、
名
も
保
己
一
と
改
め
る
。 

・
十
八
歳
で
名
を
保
木
野
一
と
改
名
。
二
十
四
歳
の
時
、
宗
固
の
勧
め
で
賀
茂
真
淵
に
入
門
す
る
。 

国
学
や
和
歌
を
学
ぶ
。
そ
れ
以
外
に
も
、
漢
学
や
日
本
神
道
、
古
代
法
、
医
学
な
ど
幅
広
く
学
問
を
修
め
た
。 

・
須
賀
一
の
勧
め
で
隣
家
に
住
む
旗
本
の
松
平
乗
尹
か
ら
学
問
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
さ
ら
に
乗
尹
の
紹
介
で
萩
原
宗
固
に 

※
検
校
…
室
町
時
代
以
降
に
、
盲
人
に
与
え
ら
れ
た
最
高
の
官
命
。
専
用
の
頭
巾
・
衣
服
・
杖
な
ど
の
所
持
が
許
さ
れ
た
。 

を
千せ

ん

弥や

と
改
め
た
。 

・
幼
名
を
虎
之
助
と
い
っ
た
が
、
七
歳
で
失
明
し
、
辰
之
助
と
改
名
。
十
五
歳
で
江
戸
に
出
て
雨あ

め

富と
み

須す

賀が

一い
ち

検
校
に
入
門
。
名 

武
蔵
国
児
玉
郡
保
木
野
村
（
今
の
埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
）
の
農
家
、
荻お

ぎ

野の

宇う

兵へ

衛え

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。 

・
塙
保
己
一
（
一
七
四
六
―
一
八
二
一
）
は
江
戸
時
代
の
国
学
者
。
『
群
書
類
従
』
を
刊
行
し
た
。 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

塙
保
己
一 

［
関
係
す
る
土
地
］ 

埼
玉
県
本
庄
市 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
⑤ 

【
課
題
３
】 

［
名
前
］ 

              

各
自
が
考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
交
流
し
、
興
味
を
ひ
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
感
想
な
ど
メ
モ
し
て
お
こ
う
。 

 

［
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
］ 

 

  

 

 

   

 

  

 

［
イ
ラ
ス
ト
］ 

 

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］ 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

［
感
想
］ 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
⑤ 

 

【
課
題
３
】 

［
名
前
］ 

              

各
自
が
考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
交
流
し
、
興
味
を
ひ
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
感
想
な
ど
メ
モ
し
て
お
こ
う
。 

 

［
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
］ 

     

  ・
ア
メ
リ
カ
に
、
女
の
子
の
友
人
「
ヘ
レ
ン
」
が
い
る
。 

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
趣
味
は
古
本
屋
巡
り
。 

・
図
書
委
員
を
し
て
お
り
、
み
ん
な
に
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で 

・
得
意
な
科
目
は
国
語
と
社
会
。
音
楽
が
苦
手
。 

・
実
は
記
憶
力
抜
群
で
、
一
度
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ
な
い
。 

お
り
、
触
り
心
地
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

・
愛
読
書
は
『
群
書
類
従
』
。『
群
書
類
従
』
を
常
に
手
に
し
て 

・
検
校
の
服
装
を
し
て
お
り
、
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

ほ
っ
き
ぃ
ー 

［
感
想
］ 

［
イ
ラ
ス
ト
］ 

 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］ 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
⑥ 

 

【
課
題
４
】 

［
名
称
・
何
の
名
前
か
］ 

    

  

［
ど
う
い
う
関
係
か
］ 

         

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

［
関
係
す
る
土
地
］ 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 
〔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典
⑥ 

 

【
課
題
４
】 

［
名
称
・
何
の
名
前
か
］ 

     

 

待
つ
ご
と
君
を
こ
そ
待
て
」
と
い
う
歌
が
あ
る
よ
う
に
、
宮
城
野
の
萩
は
古
来
有
名
で
、
そ
れ
を
用
い
て
名
を
付
け
た
。 

［
ど
う
い
う
関
係
か
］『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
六
九
四
、
詠
み
人
知
ら
ず
「
宮
木
野
の
も
と
あ
ら
の
小
萩
露
を
重
み
風
を 

 

こ
の
辺
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
。 

『
更
級
日
記
』
の
作
者
で
あ
る
菅
原
孝
標
女
が
、
父
の
任
国
で
あ
っ
た
上
総
か
ら
京
へ
と
向
か
っ
た
時
の
旅
立
ち
の
地
が
、 

  

 

  

 

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

［
関
係
す
る
土
地
］ 

萩
の
月
・
菓
子 

〔
宮
城
県
仙
台
市 

 
 
 
 
 

 

〕 

更
級
通
り 
〔
千
葉
県
市
原
市 

 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典 

 

【
作
業
用
・
調
査
メ
モ
】 

※
何
で
調
べ
た
の
か
必
ず
出
典
を
明
示
す
る
。
図
書
資
料
の
場
合
は
書
名
・
著
者
名
・
出
版
社
・
発
行
年
等
を
書
く
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
場
合
は
サ
イ
ト
名
とU

R
L

を
書
い
て
お
く
。 

                        

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 



サンプル   

 

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
古
典 

 

【
作
業
用
・
資
料
貼
り
付
け
シ
ー
ト
】 

※
資
料
は
必
ず
出
所
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
図
書
資
料
の
場
合
は
書
名
・
出
版
社
・
発
行
年
等
を
書
く
か
、
奥
付
の
コ
ピ

ー
を
一
緒
に
貼
る
と
よ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
サ
イ
ト
名
とU

R
L

を
書
い
て
お
く
。 

   

 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 


